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第１研究棟 2階小会議室 

  松尾直毅先生は記憶の可視化と操作により記憶学習のメカニ

ズムの研究を一貫して行われて来ました。これまでに学習時に

おける AMPA 受容体のマッシュルーム・スパインへのリクルー

ト（１）や個々の記憶に特有な神経細胞群の割り当て（２、３）

の発見など記憶学習研究の発展に寄与されています。さらに最近、

前障─嗅内皮質のコネクションとその文脈記憶における役割（４）

を見出されました。この度、ご講演を拝聴すべく招聘致しました

ので皆様のご参集をよろしくお願い致します。 
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